
（別紙様式第５号）

１．事業評価の実施

２．事業評価結果の総括

３．各地区の評価結果

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

本省 北海道 北見市 株式会社エムリンク夢ケア
　
●
●
▼
■
▲ C 総合的に目標の達成状況が低調と認められる。

本省 北海道 石狩郡新篠津村 有限会社大塚ファーム
●
★
●
■
◆ A 総合的に目標の達成状況が優良と認められる。

本省 北海道 余市郡余市町
北しりべし農福連携推進協議
会

　
●
● ■ B 総合的に目標の達成状況が良好と認められる。

本省 北海道 札幌市 株式会社北壱伍農産 ★ ●
□
☆ C 総合的に目標の達成状況が低調と認められる。

本省 北海道 札幌市 株式会社リベラ
●
★
●
□
◇ A 総合的に目標の達成状況が優良と認められる。

評 価 コ メ ン ト都道府県

令和４年度　農山漁村振興交付金（農福連携対策）
事業実施主体　評価一覧

　12件
事業実施段階

市 町 村 事 業 実 施 主 体 名農政局等

　令和４年度に実施された「農山漁村振興交付金（農福連携対策）」の事業について、「農山漁村振興交付金（農福連携対策）実施要領」（令和４年４月１日付け３農振第
3030号農林水産省農村振興局長通知）第14の２の規定に基づき、評価を行ったので、その結果を公表する。

　令和４年度に交付金事業を実施した北海道内の12地区について、取組の実施状況、成果等を総合的に評価した。
　その結果、優良と認められる地区が５地区、良好と認められる地区が２地区、総合的に低調と認められる地区が５地区との評価結果となった。
　総合的に低調と認められる地区に対しては、重点的な指導、助言等を行う。

評 価



本省 北海道 旭川市
特定非営利活動法人カムイ大
雪バリアフリー研究所

●
★
●
□
◇ A 総合的に目標の達成状況が優良と認められる。

本省 北海道 網走郡美幌町
特定非営利活動法人マイス
ペース美幌

● ● □ C 総合的に目標の達成状況が低調と認められる。

本省 北海道 白老町 株式会社徳寿ファーム
●
★
▼

●
△
□
◇ C 総合的に目標の達成状況が低調と認められる。

本省 北海道 札幌市 株式会社トライ
●
★
〇
□
◇ C 総合的に目標の達成状況が低調と認められる。

本省 北海道 北広島市 合同会社竹内農園 ● 〇 □ A 総合的に目標の達成状況が優良と認められる。

本省 北海道 石狩市 株式会社コムズファーム
●
■
〇
◇
□ A 総合的に目標の達成状況が優良と認められる。

本省 北海道 当別町 株式会社Seed ●
〇
☆
□ B 総合的に目標の達成状況が良好と認められる。

（注１）　「事業実施段階」の凡例： ソフト対策　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハード対策 ☆・・交付対象年度（計画）　★・・交付対象年度（実施済）　◇・・目標年度（計画）　◆・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点指導　　▼・・重点指導（通知）　△・・重点指導（結果報告予定）　▲・・重点指導（結果報告）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ・・優良　　Ｂ・・良好　　Ｃ・・低調　　評価対象外・・評価対象外



４．第三者機関の意見聴取

【評価委員会　委員】

【令和５年度評価委員会の開催概要】

　１　日　時 ：令和５年８月８日（火）　9:00～10：45
　２　場　所 ：ホテルベルクラシック北見４階会議室（オーロラロイヤル）
　３　概　要
　　　・第１回評価委員会における質問への回答及び評価結果案
　　　　　 令和４年度に事業を実施した12地区の評価案等に関して、了承を得た。
　４　主な意見
　　　　なし。

　１　日　時 ：令和５年７月20日（木）　9:00～12：00
　２　場　所 ：農林水産省農村振興局第２会議室
　３　議事概要
　　　①　令和５年度評価対象地区の評価方法について
　　　　　 本年度の評価方法について、説明を行い了承を得た。
　　　②　令和５年度評価対象地区の評価及び取組状況について
　　　　　 令和４年度に事業を実施した北海道内の12地区について、取組概要、評価案及び評価が低調と認められる地区に対する重点指導案に関して説明し、
　　　　質疑応答を行った。
　４　主な意見
　　　　なし。

　農山漁村振興交付金（農福連携対策）実施要領（令和４年４月１日付け３農振第3030号農林水産省農村振興局長通知）の第14の３の規定に基づき、第三者機関である
「農山漁村振興交付金（都市農村交流等）評価委員会」を組織し、評価に当たり意見の聴取を行った。評価委員会の委員及び開催概要は以下のとおり。

委員長：大江靖雄（東京農業大学教授）
委員：市田知子（明治大学教授）、加藤由紀子（北海商科大学非常勤講師）、木村宏（北海道大学教授）、森久美子（作家・拓殖大学北海道短期大学客員教授）

第１回評価委員会

第２回評価委員会



（別紙様式第４号）

令和５年５月23日作成

都道府県名

市町村名

北海道

北見市

　

１． 評価委員会での評価コメント、目標達成に向けた指導・助言等

２． 低調と評価された要因

３． 目標達成に向けた方策

４． 改善状況

　温泉トラフグの最初の試験飼育にて稚魚が全て死滅したため、事業進捗の遅れが生じており、雇用・就労、売上、交流人口ともに当初計画を達成できていない。今後、
目標年度までに取組目標を達成するため、試験飼育槽で養殖が可能な最大数500匹の飼育を目指すとともに、鮮魚店以外にも飲食店への販売など、更なる販路の拡
大に取り組むなどの対策を講じられたい。

　温泉トラフグの最初の試験飼育にて稚魚が全て死滅したため、事業進捗の遅れが生じており、雇用・就労、売上、交流人口ともに当初計画を達成できていない。

評価委員会での助言・指導を踏まえ、目標の達成に向けて以下の取組を実施。
①稚魚死滅対策
・稚魚放流前に、温泉トラフグ養殖槽の水質調査を実施し、各成分が養殖に適応する水質に調整する。
・稚魚輸送は極端な低温や高温にならない期間を設定して、運送日を決定する。
・稚魚の輸送負担軽減の為の箱入り数低減した上で、輸送期間短縮の為に運送業者営業所止めにして引き取り、自車で振動を与えないように養殖場迄まで運び、水温
や水質を馴染ませながら時間をかけて、段階的に養殖槽に放流する。
②雇用・就労の改善
・温泉トラフグ養殖に携わってない就労継続支援A型事業所利用者に、養殖就労指導員からの指導を実施する。
③売上の改善
・死滅対策で安定した養殖を実現させた上で、地域鮮魚店以外にも飲食店への販売など、更なる販路の拡大も進めていく。
④交流人口の改善
・自社HPや近隣行政への働きかけは勿論だが、報道機関に報道してもらう。試食会イベントを検討実施していく。

　令和4年度は、養殖就労指導員からの指導により、就労継続支援A型事業所の利用者の就労数を拡大することができたが、トラフグの出荷に関し、マフグの水揚げ時期
と重なったことにより、単価が低くなり、目標に設定した売上額を達成することができなかったため、トラフグが高値となる年末商戦に出荷を合わせた稚魚放流を進めてい
く。
　交流人口については、TV報道により本事業に関心のある者からの見学希望が増え、交流人口の増加に繋がっているため、引き続き広報に努める。

事業実施主体名：株式会社エムリンク夢ケア

事業採択
年度

取組概要（農福連携支援事業）

令和2年度
トラフグの養殖数の増加を図った。（目標500匹）
地域でのトラフグの消費拡大イベント、プロモーション事業を行った。



（別紙様式第４号）

令和５年５月26日作成

都道府県名

市町村名

北海道

白老町

　

１． 評価委員会での評価コメント、目標達成に向けた指導・助言等

２． 低調と評価された要因

３． 目標達成に向けた方策

４． 改善状況

　事業実績評価において雇用・就労の達成度合がC評価であるため、重点指導の対象とした。
　いちごハウスは計画どおり建設されたものの、いちご栽培のノウハウが乏しく、想定していた収穫量や売上には至らなかったので、令和４年度は令和３年度に実施できな
かった栽培指導などの実施により、収穫量や売上が向上することに期待したい。
　障害者の雇用・就労については、作業環境の整備及び作業内容の整理を行い、社会福祉法人等との連携により当初の目標達成に向けて取り組まれたい。

　いちご栽培に関するノウハウ不足で、計画していた販売量を達成することができず、販売量の確保を優先したため、障害者等の雇用・就労を受け入れる体制が整備でき
なかったため。

・専門家による栽培指導
・障害者の雇用（福祉事業所より令和4年度末に１名雇用）
・障害者の農作業マニュアルの作成
・経営分析

　令和４年度は、運営責任者の退職により実施体制が整わなかったことから、いちごハウスでの栽培管理が徹底されず、ハウス内に灰色カビ病を発生させてしまった。その
ため、目標としていた収穫量を大きく下回る成果となったことを踏まえて、令和５年３月に事業計画を変更し、いちごの生産計画量及び事業目標を見直した。
　いちごの栽培についてはコンサルタントの指導を受けながら、栽培管理を徹底しているため、令和５年5月時点では順調に生育している。また、雇用した障害者も順調に
定着しており、さらなる雇用の創出に向け、社会福祉法人等との調整を図っている。

事業実施主体名：株式会社徳寿ファーム

事業採択
年度

取組概要(農福連携支援事業） 取組概要

令和３年度
栽培の安定化を図るためコンサルタントによる営農指導を受けた。
いちご栽培に関するマニュアルの作成を実施した。
経営分析を行い、事業の見直しを図った。




